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理
想
の
姿

　
最
後
は
少
し
真
面
目
な
話
を
。
わ

れ
わ
れ
は
子
供
た
ち
の
育
成
支
援
を

し
て
い
ま
す
。
弦
よ
り
も
細
い
指
で

チ
ェ
ロ
を
弾
い
て
い
る
よ
う
な
子
ら

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
わ
け
で
す

が
、
こ
の
先
に
は
夢
が
あ
り
ま
す
。

  

指
導
を
受
け
て
い
た
子
供
が
、
演

奏
家
と
な
っ
て
市
民
に
演
奏
を
提
供

し
、
や
が
て
次
の
世
代
の
指
導
者
と

な
る
。
こ
う
し
て
世
代
間
交
流
が
生

ま
れ
、
域
内
循
環
の
輪
が
回
り
始
め

る
。
向
上
心
を
持
っ
て
中
央
に
出
て

い
っ
た
子
が
、
ス
キ
ル
を
身
に
付
け

地
域
の
輪
に
戻
り
、
活
動
の
環
境
が

さ
ら
に
整
う
。

　
理
想
が
な
け
れ
ば
達
成
は
あ
り
得

ま
せ
ん
。
い
つ
の
日
か
、
こ
ん
な
釧

路
の
姿
を
見
て
み
た
い
も
の
で
す
。

　
　
高
　
橋
　
　
　
徹

　
　(
釧
路
市
民
文
化
会
館
館
長)

　
「
禁
煙
週
間
」
（
５
月

日
〜

６
月
６
日
）
に
次
い
で
「
歯
と
口

の
健
康
週
間
」
（
６
月
４
〜

日
）

が
始
ま
っ
た
。
今
月
は
「
食
育
月

間
」
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
啓
発
期

間
共
通
の
重
要
キ
ー
ワ
ー
ド
が
生
活
習
慣
病
。

先
日
の
講
座
で
気
付
か
さ
れ
た
▼
２
日
釧
路
市

内
初
の
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
予
防
啓
発
市
民

公
開
講
座
。
主
催
は
市
と
医
師
、
歯
科
医
師
、
看

護
師
、
薬
剤
師
、
栄
養
士
の
医
療
従
事
者
に
よ
る

Ｃ
Ｋ
Ｄ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
。
満
場
の
出
席

者
に
各
分
野
の
６
氏
が
自
己
管
理
を
訴
え
た
▼

周
知
の
通
り
腎
臓
は
、
血
液
を
ろ
過
し
老
廃
物

や
塩
分
を
尿
と
し
て
体
外
に
排
出
す
る
の
が
主

な
役
割
。
説
明
で
は
発
症
の
主
因
は
生
活
習
慣

病
に
あ
り
、
放
置
す
る
と
重
症
化
、
人
工
透
析
に

ま
で
至
る
。
対
策
は
血
圧
・
血
糖
管
理
と
塩
分
制

限
、
歯
周
病
対
策
、
禁
煙
な
ど
。「
週
間
」「
月
間
」

の
主
旨
と
ま
さ
に
一
致
▼
「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
心
筋
梗

塞
、
脳
卒
中
を
発
症
し
や
す
く
健
康
長
寿
の
障

害
。
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
進
行
す
る
」
。
壇
上

で
医
師
は
健
診
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
▼
生
活

習
慣
病
を
抱
え
る
人
は
誰
も
が
発
症
の
可
能
性

あ
り
な
の
だ
。
市
の
国
保
事
業
運
営
上
、
特
に
糖

尿
性
腎
症
の
重
症
化
予
防
と
健
診
受
診
率
向
上

は
「
釧
路
市
の
健
康
課
題
」
と
さ
れ
る
。
心
当

た
り
の
方
は
健
診
項
目
「
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
」
に
注
目
。

専
門
医
は
「

」
が
境
界
で
以
下
は
治
療
が
急

務
と
い
う
。
い
か
が
だ
ろ
う
か
。（
立
浪
　
博
勝
）

6月 9日土曜日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

皇太子さまご夫妻 銀婚式　３・９

首相「拉致、金委員長と解決」　３

日、ご当地ユニットがライブ　

釧路でも不審者情報警戒　
道産子ニュース５ 求人７

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ドーナツ屋さんになりたい！

こうさか　しゅうちゃん
（認定こども園釧路ひばり幼稚園）

　
【
９
日
】

　
◇
根
室
市
長
　
▽
正
午
　
北
方
四
島

交
流
自
由
訪
問
出
迎
え
（
根
室
港
）
▽

午
後
０
時

分
　
歯
と
口
の
健
康
週
間

表
彰
式
（
文
化
会
館
）

　
◇
別
海
町
長
　
▽
午
前
９
時

分
　

道
東
あ
さ
ひ
別
海
支
所
乳
牛
共
進
会

（
農
村
広
場
）
▽
午
後
５
時
　
伊
東
良

孝
衆
院
議
員
国
政
報
告
会
（
ウ
エ
デ
ィ

ン
グ
プ
ラ
ザ
別
海
）

　
◇
中
標
津
町
長
　
▽
午
後
１
時
　
Ｒ

Ａ
Ｒ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
中
標
津
酪
農
セ
ン
タ

ー
落
成
式
（
同
セ
ン
タ
ー
）
▽
同
４
時

　
中
標
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
Ｃ
Ｎ

周
年
記
念
式
典
（
寿
宴
）
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Ｊ
Ｒ
花
咲
線
（
釧
路
―
根
室
間
）
対
策
経
費
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
募
る
、
根
室
市
の
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
Ｇ

Ｃ
Ｆ
）
「
日
本
最
東
端
の
鉄
路
『
根
室
本
線
花
咲
線
』
を
守
ろ
う
！

〜
美
し
い
大
自
然
が
織
り
成
す
絶
景
、
海
と
大
地
の
グ
ル
メ
路
線
〜
」

は
、
数
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
現
在
全
国
３
位
の
支
持
を
得
て

い
る
。
ス
タ
ー
ト
直
後
の
た
め
寄
付
額
は
目
標
の
４
％
そ
こ
そ
こ
だ

が
、
そ
れ
で
も
１
日
平
均

万
円
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、「
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に
事
務
局
ス
タ
ッ

フ
の
励
み
に
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
本
繁
寿
）

７
日
現
在
の
根
室
市
Ｇ
Ｆ
Ｃ

「
花
咲
線
を
守
ろ
う
」
の
画
面

　
根
室
市
の
Ｇ
Ｃ
Ｆ
は
、
Ｊ
Ｒ

北
海
道
が
単
独
で
は
維
持
困
難

と
し
た
道
内

路
線
の
一
つ

「
花
咲
線
」
の
魅
力
度
ア
ッ
プ

対
策
経
費
を
募
る
も
の
。
寄
付

金
は
①
人
気
写
真
家
に
よ
る
絶

景
ポ
イ
ン
ト
の
掘
り
起
こ
し
②

花
咲
線
Ｐ
Ｒ
ム
ー
ビ
ー
の
制
作

③
花
咲
線
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
構

築
・
運
営
な
ど
普
及
促
進
活
動

の
経
費
に
充
て
る
。

　
目
標
金
額
は
３
３
３
１
万
１

０
０
０
円
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
午

前
８
時
台
の
上
下
線
普
通
列
車

を
観
光
列
車
化
し
た
「
い
つ
も

の
列
車
で
観
光
気
分
」
事
業
の

ス
タ
ー
ト
に
併
せ
、
６
月
１
日

か
ら
受
け
付
け
を
開
始
、

月

末
ま
で
の
１
８
３
日
間
で
目
標

金
額
達
成
を
目
指
す
。

　
寄
付
は
、
ふ
る
さ
と
の
納
税

を
扱
う
大
手
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ

イ
ス
」
上
で
募
っ
て
い
る
。
寄

付
開
始
か
ら
７
日
現
在
で
１
０

９
人
か
ら
１
４
１
万
５
５
０
０

円
（
目
標
金
額
の
４
・
２
％
）

の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

１
人
当
た
り
約
１
万
３
０
０
０

円
、
１
日
当
た
り

万
円
に
な

る
数
字
だ
。

　
現
在
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
上

で
寄
付
を
募
っ
て
い
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
全
国

事
業
。
１
日

１
回
更
新
さ
れ
る
寄
付
者
の
支

持
率
ラ
ン
キ
ン
グ
を
見
る
と
、

根
室
市
は
第
３
位
と
高
い
支
持

を
得
て
い
る
。
１
位
は
殺
処
分

犬
を
救
お
う
と
い
う
広
島
県
神

石
高
原
町
の
取
り
組
み
、
２
位

は
大
阪
府
茨
木
市
の
川
端
康
成

原
作
本
の
映
画
化
事
業
。

　
ま
た
、
同
サ
イ
ト
に
は
各
取

り
組
み
に
対
し
、
寄
付
者
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ

る
。
根
室
市
の
Ｇ
Ｃ
Ｆ
サ
イ
ト

に
は
「
新
宿
で
の
根
室
物
産
展

に
は
毎
回
行
っ
て
い
ま
す
。
応

援
し
て
い
ま
す
」
「
絶
対
に
廃

線
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」「
花

咲
線
が
存
続
で
き
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
」
な
ど
と
書
き
込

ま
れ
、
同
事
業
を
担
当
し
て
い

る
市
総
合
政
策
室
ス
タ
ッ
フ
を

喜
ば
せ
て
い
る
。

　
金
田
真
司
総
合
政
策
部
長
は

「
注
目
度
も
高
く
上
々
の
滑
り

出
し
だ
と
思
う
。
善
意
に
応
え

る
取
り
組
み
に
し
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。

　
根
室
振
興
局
や
管
内
各
自
治

体
な
ど
に
よ
る
「
春
の
行
楽
期

の
交
通
安
全
運
動
」
が
８
日
か

ら
始
ま
り
、
各
地
で
交
通
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
の
順
守
を
呼
び
掛

け
て
い
る
。

日
ま
で
。

　
同
振
興
局
が
、
各
自
治
体
に

呼
び
掛
け
て
実
施
す
る
同
運
動

は
、

年
以
上
続
く
管
内
独
自

の
取
り
組
み
。
本
格
的
な
ア
ウ

ト
ド
ア
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
レ

ジ
ャ
ー
交
通
が
活
発
化
す
る
こ

と
か
ら
、
悲
惨
な
事
故
を
一
件

で
も
防
ご
う
と
、
毎
年
こ
の
時

期
に
実
施
し
て
い
る
。

　
期
間
中
は
、
飲
酒
運
転
の
根

絶
や
ス
ピ
ー
ド
超
過
、
全
席
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
な
ど
重
点

７
項
目
を
掲
げ
、
街
頭
啓
発
や

交
通
安
全
に
関
す
る
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
、
パ
ト
ラ
イ
ト
作
戦
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行

う
。
初
日
の
８
日
に
は
、
各
地

で
街
頭
啓
発
を
予
定
し
て
い
た

が
、
悪
天
候
の
た
め
中
止
、
順

延
と
な
っ
た
。

　
道
内
の
人
身
事
故
は
６
月
７

日
現
在
、
４
２
０
０
件
（
前
年

比
４
３
４
件
減
）
発
生
し
て
お

り
、
死
者
が

人
（
同
８
人
増
）
、

傷
者
が
４
８
６
４
人
（
同
５
８

７
人
減
）
。
こ
の
う
ち
根
室
管

内
で
は
、
人
身
事
故
が

件
（
同

６
件
増
）
、
死
者
３
人
（
同
３

人
増
）
、
傷
者
は

人
（
同
２

人
減
）
と
な
っ
て
い
る
。
全
道

・
管
内
共
に
死
亡
事
故
が
増
加

傾
向
に
あ
り
、
道
警
は
交
通
ル

ー
ル
の
順
守
と
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ

ン
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
、
中

標
津
署
の
飯
田
朋
義
交
通
課
長

は
「
旅
行
を
楽
し
い
思
い
出
に

す
る
た
め
に
も
、
安
全
運
転
を

心
掛
け
て
ほ
し
い
。
家
族
で
レ

ジ
ャ
ー
に
出
か
け
る
際
に
は
、

後
部
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着

用
を
」
と
話
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
須
貝
喜
治
）
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市
内
中
心
部
に
あ
る
根
室
公

園
（
弥
栄
町
１
）
の
ひ
ょ
う
た

ん
池
で
「
ネ
ム
ロ
コ
ウ
ホ
ネ
」

（
根
室
河
骨
）
が
見
頃
を
迎
え

て
い
る
。
根
室
で
最
初
に
発
見

さ
れ
た
た
め
、
根
室
の
名
を
頂

く
ス
イ
レ
ン
科
の
植
物
で
、
初

夏
の
陽
光
に
鮮
や
か
な
黄
色
の

花
を
輝
か
せ
て
い
る
。

　
ひ
ょ
う
た
ん
池
の
中
央
部
、

ネ
ム
ロ
コ
ウ
ホ
ネ
が
咲
く
。
他

の
コ
ウ
ホ
ネ
の
よ
う
に
葉
の
茎

が
水
面
か
ら
飛
び
出
さ
な
い
の

が
特
徴
で
、
直
径
３
㌢
ほ
ど
の

黄
色
い
花
が
鮮
や
か
だ
。
池
の

外
周
に
大
群
落
を
つ
く
る
の
は

帰
化
植
物
の
「
キ
シ
ョ
ウ
ブ
」
。

い
わ
ゆ
る
外
来
種
で
日
本
古
来

種
に
は
な
い
黄
色
を
、
競
い

合
う
よ
う
に
咲
か
せ
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
山
本
繁
寿
）

乳
質
チ
ェ
ッ
ク
を
手
続
き
を
行
う
橘
本
さ
ん（
左
）

見頃を迎えたネムロコウホネ（奥）と

手前のキショウブ

　
計
根
別
農
協
所
属
の
中
標
津

町
の
酪
農
家
が
８
日
か
ら
、
農

協
の
指
定
団
体
以
外
の
ミ
ル
ク

・
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｍ

Ｍ
Ｊ
）
、
本
社
群
馬
に
生
乳
を

出
荷
し
始
め
た
。
中
標
津
町
内

で
は
系
統
外
出
荷
は
初
。

　
出
荷
し
た
の
は
町
内
の
西
竹

６
３
３
で
橘
本
牧
場
を
営
む
橘

本
英
隆
さ
ん
（

）
。
社
長
を
務

め
る
法
人
「
Ｔ
‘
Ｓ
（
テ
ィ
ー

ズ
）
」
か
ら
約
３
・
５
㌧
の
生

乳
を
２
日
に
１
度
、
年
間
に
し

て
６
０
０
㌧
を
釧
路
市
阿
寒
町

の
Ｍ
Ｍ
Ｊ
釧
路
支
部
（
福
田
貴

仁
支
部
長
）
の
車
両
で
集
乳
し

Ｍ
Ｍ
Ｊ
に
卸
す
。

　
こ
の
日
の
朝
、
釧
路
市
か
ら

集
荷
に
訪
れ
た
福
田
さ
ん
か
ら

生
乳
の
検
査
方
法
や
配
送
の
手

順
な
ど
を
説
明
さ
れ
た
橘
本
さ

ん
は
「
Ｍ
Ｍ
Ｊ
へ
の
出
荷
は
か

な
り
前
か
ら
興
味
を
持
っ
て
い

た
の
で
新
た
な
一
歩
」
と
語
り

意
気
込
み
を
示
し
て
い
た
。

　
一
方
、
橘
本
さ
ん
は
負
債
な

ど
を
め
ぐ
り
今
年
５
月
末
で
計

根
別
農
協
と
の
取
引
が
停
止
し

１
〜
７
日
に
絞
っ
た
約

㌧
分

（
約
１
０
０
万
円
）
を
廃
棄
し

て
い
た
。
取
引
停
止
に
つ
い
て

計
根
別
農
協
は
「
背
景
は
個
別

案
件
で
答
え
ら
れ
な
い
」
と
し
、

系
統
外
出
荷
に
つ
い
て
は
「
法

人
は
組
合
員
で
は
な
い
の
で
意

見
す
る
立
場
に
な
い
」
と
し
て

い
る
。

　
国
の
生
乳
流
通
改
革
で
今
年

度
か
ら
指
定
団
体
以
外
に
出
荷

し
た
酪
農
家
に
も
補
給
金
が
支

給
さ
れ
、
集
荷
の
構
図
に
変
化

が
生
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
五
味
亜
希
子
）
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